


　明けましておめでとうござい

ます。

　会員の皆様方には、当協会の

事業運営につきまして、特段の

ご支援、ご協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。

　さて、昨年を振り返りますと、東京オリンピッ

ク・パラリンピックという世界的祭典が開催され

る年として輝かしいスタートを切りました。

　しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大に

より緊急事態宣言が発出され、外出自粛要請や休

業要請が行われるとともに、新しい生活様式が提

唱され、テレワークやオンライン会議が推進され

るなど、社会経済システムや生活スタイルの大き

な転換を求められた１年となりました。

　建設業界もその対応に追われましたが、特に、

社会基盤整備事業については、緊急事態宣言下に

おいても、社会の安定維持の観点から継続が求め

られる事業とされたことから、感染防止対策に万

全を期し、災害復旧工事をはじめ公共工事に継続

して取り組むことが要請されました。

　一方、昨年末には、業界あげて継続を要望して

いた国土強靱化対策が「防災・減災、国土強靱化

のための５か年加速化対策」として閣議決定さ

れ、激甚化する風水害や切迫する大規模地震への

対策について、15 兆円の事業規模で集中的に講

じられることとなりました。

　一昨年 10 月の久慈川・那珂川の氾濫による甚

大な浸水被害は記憶に新しいところですが、自然

災害は、近年、頻発化、甚大化しておりますので、

引き続き、国土強靱化対策事業の円滑な実施に向

けて協力するとともに、私どもが担っている災害

対応など、「地域の守り手」としての取り組みの

更なる強化に努めてまいりたいと考えております。

　建設業界は、少子高齢化が急速に進む中、現場

の技能労働者の高齢化や若手入職者の確保難と

いった構造的な課題に直面しており、当協会として

も、若い担い手を確保するための働き方改革や生産

性向上のためのＩＣＴ活用に取り組むとともに、協

会内に女性部会「建女ひばり会」を立ち上げ、女性

活躍の推進にも取り組んでいるところでございます。

　特に、働き方改革につきましては、一昨年６月か

ら県内公共工事の一斉休工日設定の取り組みを開

始しておりますが、この４月からは、毎月第１・第

２・第４土曜日の月３回に拡大することとしました

ので、ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

　地域の基幹産業として、次代を担う人材の確

保・育成に不可欠な「働き方改革」等に取り組み、

新しい３Ｋ「給与がよくて、休みが取れ、希望が

持てる」業界になるための努力を積み重ね、「地

域の守り手」という社会的使命を継続して果たし

て行かなければならないと考えておりますので、

皆様方の、より一層のご支援とご協力をお願い申

し上げる次第でございます。

　最後になりますが、会員各位の更なるご発展と

ご多幸を心からご祈念致しまして、私の年頭のご

挨拶とさせていただきます。

一般社団法人 茨城県建設業協会

会　長　石 津  健 光
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自らの力で未来を切り拓く新しい茨城づくり
　新年あけましておめでとうござ
います。
　皆様におかれましては、新春を
健やかにお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　本県は、先人たちのたゆみない
努力により、様々なビックプロジェクトを成し遂げ、
目覚ましい発展を遂げてまいりました。しかし、急速
に進む少子高齢化や人口減少、社会経済のグローバル
化に加え、新型コロナウイルス感染症の流行により、
将来の予測が困難な時代を迎え、これまでの社会情勢
や人々の価値観が劇的に変化する中、ウィズコロナ・
ポストコロナ時代に適応した、新しい社会づくりが求

められております。
　県といたしましては、こうした時代の変化に的確に
対応し、自らの力で未来を切り拓ける新しい茨城づく
りを進めていくため、デジタル社会の構築や力強い産
業の創出、次世代を担う人財の育成など、未来への投
資につながる施策に積極的に取り組むとともに、その
基盤として経済活動を支える、広域的な幹線道路など
の広域交通ネットワークの充実に努めてまいります。
　また、老朽化する公共施設の更新や歩道のバリアフ
リー化など県民が安全快適に暮らせる生活環境の整備
を進めるとともに、近年激甚化・頻発化している自然
災害から県民の安全安心な生活を守るため、災害に強
い県土づくりにも引き続き積極的に取り組んでまいり
ます。
　今後とも、県政の発展に、なお一層のご支援とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　皆様にとりまして、本年が実り多き素晴らしい１年
となりますことを心よりお祈り申し上げます。

令和３年の新春を迎え、謹んで
年頭の挨拶を申し上げます。

平素は、全建の事業活動に対し
格別のご支援・ご協力を賜り、厚
く御礼を申し上げます。

昨年は、年明けから世界的に猛
威を振るった新型コロナウイルス感染症により、わが国
の景気は急激に落ち込み、建設業においても民間建設
需要の低迷など厳しい影響を受けました。感染の拡大
が収束する兆しは未だ見えませんが、落ち込んだ景気
を早急に回復させるためには、感染拡大の防止や医療
体制の充実に加え、日本経済全体の活性化や強靭な国
土づくりに資する公共投資を機動的に推進し、内需の
創出とそれによる雇用拡大を図ることが不可欠です。

さらには、昨年も令和２年７月豪雨や台風９号・10
号などの大規模災害が発生し、多くの尊い人命や貴重
な財産が失われました。わが国の脆弱な国土における
防災・危機管理体制の強化と社会資本整備の重要性は
更に高まっており、政府による「防災 ･ 減災や国土強
靭化のための緊急対策」は、今後も人々が安全に安心
して暮らしていける持続可能な社会づくりのための予
算として、将来的なビジョンを念頭に計画的かつ安定

的に確保されることが必要です。
一方、このコロナ禍は、わが国の社会や経済のあり

方にも変化をもたらしました。大都市圏への過度な集
中による様々な弊害が顕在化し、地方分散型社会への
転換について、その必要性が改めて説かれています。
地方への移住・定着を進めるには、テレワークの推進
だけでは十分とは言えず、地場産業の育成とともに、
安心して豊かな暮らしを営むために必要な生活基盤の
整備が欠かせません。

私ども地域建設業は、人々の安全・安心を守る「地
域の守り手」としての役割に加え、ポスト・コロナの
新たな時代においては、いわば「新しい地域の創り
手」としての役割も務めていかなければならないと考
えております。これらの社会的使命を果たしていくた
め、引き続き、中長期的な視点から社会資本整備の着
実な推進を政府や関係機関などへ広く訴えていくとと
もに、経営基盤の強化や、担い手の確保・育成、生産
性向上、働き方改革など、克服すべき諸課題の解決に
積極的に取り組んでまいります。

本年も、全建は 47 都道府県建設業協会並びに会員
企業の皆様方と一体となり、地域建設業発展のため全
力で取り組む所存でございますので、ご理解とご支援
のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

結びになりますが、皆様方の益々のご多幸とご健勝
を祈念いたしまして、私の年頭の挨拶とさせていただ
きます。

茨城県知事

大 井 川 和 彦

一般社団法人 全国建設業協会

会　長　奥 村 太 加 典
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水戸土木事務所長表彰
　諸川健一（菅原・田口建特定 JV）
　佐久間浩（大貫・菊地特定 JV）
　藤岡伸吾（菅原建設㈱）
　坂本裕司（平和建設㈱）
　永岡考一朗（田口建設工業㈱）
　木村寿久（㈱大貫工務店）
　綿引慎介（㈱本田工業）
　益子伸博（横田・クボタ総建特定 JV）
　真崎拓也（昭和建設㈱）
　勝山敏郎（大昭工業㈱）
　浦井雅史（大恵建設㈱）
　田中誠（仙波建設㈱）
　根本和典（㈱豊島工務店）
　石井知（㈱柳田組）
　堀江智範（平和建設㈱）
　芝沼淑美（㈱柳田組）

常陸太田工事事務所長表彰
［優秀主任（監理）技術者］
　寺門力也（㈱梅原工務店）
　綿引章浩（㈱岡田建設）
　小圷敏弘（㈱小林建設）
　鈴木伸二（大木建設㈱）
　寺門豊（㈲飛田組）
　小林茂雄（㈱根本工務所）
［現場代理人感謝状］
　石﨑真史（珂北開発㈱）
　鴨志田正己（㈱根本工務所）
　石井喜久夫（㈲飛田組）
　古市富男（大木建設㈱）
　小森吉男（㈱後藤工務店）

常陸大宮土木事務所長表彰
［優秀主任（監理）技術者］
　長山朋之（長山工業㈱）
　浅川久志（㈱浅川建設）
　石川雄一（㈱高野工務店）
　根本慎吾（ネモト建設工業㈱）
　太田雅人（増子建設㈱）
　根本宏之（㈱大興建設）
　平野光弘（㈱平野産業）
　中島進二（㈱中島工務店）
　佐藤淳（㈱河野工務店）
　大内慶範（東康建設工業㈱）
　市毛孝一（㈱八木組）
　増子秀典（増子建設㈱）
　鈴木由紀子（河又土建工業㈱）
［現場代理人感謝状］
　岡崎一希（㈱浅川建設）
　宮竹眞宏（㈱やすくら工務店）
　片岡正文（㈱龍崎工務店）
　山口三郎（西野工業㈱）

大子工務所長表彰
［主任技術者表彰］
　菊池勝広（大森建設㈱）
　齋藤敏文（㈲大沢工務店）
　下重勉（㈱大藤組）
　柳瀬泰志（海老根建設㈱）
　飯岡修一（吉原建設工業㈱）
　大森裕一郎（大森建設㈱）
［現場代理人感謝状］
　和知末男（㈱椎名工務店）
　大金文治（㈲益子工務店）

高萩工事事務所長表彰
［表彰状］
　河野啓次郎（㈱秋山工務店）
　椎名宏和（㈱吉田組）
　齊藤慎弥（㈱千葉工務店）
　野口長人（大城建設㈱）
　高田明弘（㈱岡部工務店）
　圷栄蔵（茨城日鉱建設㈱）
　山本頼裕（東海建設㈱）
　長谷川裕之（日興建設㈱）
　林栄伸（大洋建設㈲）
　池田拓途（十石建設㈲）
［感謝状］
　根本正教（㈱吉田組）
　増子祥平（鈴縫工業㈱）
　坂本健（日興建設㈱）
　山本武（東海建設㈱）
　千葉順（㈱千葉工務店）
　澤孝博（㈲樋本土木工業）

鉾田工事事務所長表彰
　猿田常夫（高橋建設㈱）
　小松﨑英男（㈱内田建設）
　田中淳一（㈱田中工務店）
　石橋一夫（㈱伊東建設）
　飯名実人（㈱田口建設工業）
　井野久雄（㈱光建）
　橋本一幸（㈱丸二工務店）
　宮内忠幸（㈱山勝建設）
　鈴木宏一（㈲鈴木工務店）

茨城県土木部、農林水産部の出先事務所長による優秀技術者の表彰式が昨年12月から行われて
います。また優れた技術者を称える企業局長表彰と水道事務所長表彰式も開催されました。受賞さ
れた皆様まことにおめでとうございます。益々のご活躍を祈念いたします。

受賞者［技術者名（会社名）、敬称略］ （12月開催分）
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茨城県出先事務所・
茨城県企業局



潮来土木事務所長表彰
　森戸泰彦（常総・高正特定 JV）
　根本健二（小若建設㈱）
　軍司勝利（根本・鹿島ガーデン特定 JV）
　石津松吾（石津産業㈱）
　武藤克己（㈱郡司建設）
　坂本享（㈱大地）
　吉野敏明（幸武建設㈱）
　櫻井修（㈱田崎技術）
　小沼克夫（㈱根本工務店）
　菅谷厚（㈱菅谷建設）

竜ヶ崎工事事務所長表彰
　星研治（大竹建設㈱）
　山崎卓（桂建設㈱）
　吉田茂生（櫻井建設工業㈱）
　齋藤昭広（増川建設㈱）
　山口由高（㈱伊藤建設）
　夏友勤（キムラ工業㈱）
　成塚法義（栗山工業㈱）
　秋田義弘（大昭建設㈱）
　富田文芸（常磐建設㈱）
　小野康照（日高見建設工業㈱）
　谷頭英昭（福智建設工業㈱）
　最上寛（細谷建設工業㈱）
　井坂幸雄（松浦建設㈱）
　杉山富計（松野建設㈱）
　赤池美之（天海建設㈱）
　明地義治（増川建設㈱）

土浦土木事務所長表彰
［本所］
　矢野弘之（㈱冨晃）
　齋藤久雄（㈱霞工業）
　斉藤誠（㈱斉藤建設）
　平川裕一（佐々木建設㈱）
　嶋田龍樹（ヤシマ建設㈱）
　木内実（市村土建㈱）
　園部信夫（白田組土木㈱）
　長谷川敏久（㈱長谷川工務店）
　鈴木茂則（㈱巽興業）
　山田裕一（㈱大和田建設）
　塚越幸雄（東亜工業㈱）
　上野徳則（㈱ムラノ）
　小盛積（㈱新みらい）

［支所］
　宇都野洋（㈱折本工業）
　小森昌佳（星田建設工業㈱）

筑西土木事務所長表彰
　柴伴男（㈱柴建設）
　飯田人士（㈱川田建材工業）
　工藤裕（大和土建㈱）
　菅家政博（㈱仲川建設）
　武石真澄（大内建設㈱）
　白田諭（白田工建㈱）
　小貫高幸（小貫建設㈱）
　増山裕一（㈱ワイエスケイ）
　髙橋正人（㈱北島土建材）
　片田昇吾（㈱小薬建設）
　田﨑健（中嶋産業㈱）
　皆川侑正（㈱仁平工務店）

常総工事事務所長表彰
［優良主任（監理）技術者］
　廣瀬登（石塚産業㈱）
　霜田裕也（髙塚建設工業㈱）
　藤沼久（ライナー建設㈱）
　塚田学（塚田建材㈱）
　磯亮（㈱磯建）
　菊池忠男（㈱菊池土建）
　渡邉三郎（新井土木㈱）
　会田康之（石塚産業㈱）
　川田智也（㈱飯野工業）
［優良主任技術者感謝状］
　安達勝明（㈱菊池土建）
　猪瀬定男（㈱大木組）

茨城港湾事務所長表彰
［日立港区］
　豊田政則（㈱髙村電設工業）
　小林昭（小林建設㈱）
［常陸那珂港区］
　伊藤真一（㈱岡部工務店）
　関次夫（㈱鶴田組）
　西野栄治（横信建材工業㈱）
　鈴木貴志（㈱秋山工務店）
　鈴木忠助（㈱龍崎工務店）
［大洗港区］
　五位渕智（菅原・田口特定 JV）

　塚本克哉（常総・田口特定 JV）

流域下水道事務所長表彰
　橋本将一（橋本建設㈱）
　飯島壮一（佐々木建設㈱）

県央農林事務所長表彰
　宇井勇夫（平和建設㈱）
　田山博文（㈱大貫工務店）
　藤田光男（㈱鯉淵工業）
　栗田正美（㈱横田建設）

鹿行農林事務所長表彰
　飯島寛興（飯島建設㈱）
　茂木秀敏（水郷建設㈱）
　内野勝美（㈱大地）
　齋藤保男（㈱根崎工務店）
　髙橋岩男（㈱飛田工務店）
　須田信一（㈱茂木工務店）
　森内美枝子（㈱森内建設）

県南農林事務所長表彰
　真家孝一（市村土建㈱）
　飯田公康（谷原建設㈱）
　山口真一（オオシン㈱）

稲敷土地改良事務所長表彰
　中島勇（栗山工業㈱）
　中島茂（大竹重機建設㈱）
　吉田要司（㈱サンヨウ建設）
　内藤功（増川建設㈱）

企業局長表彰
　川田智之（飯田建設興業㈲）

企業局水道事務所長表彰
　出澤茂之（㈱大地）
　小沼正夫（㈱郡司建設）
　小野康照（日高見建設工業㈱）
　倉川正義（誠殖産工業㈱）
　下野征之（㈱田口工務店）
　成島正幸（㈱斉藤建設）
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本会は令和２年度も、学生による建設現場見学

会とインターンシップ（建設現場実習）を昨年８

月から 12 月にかけて行いました。活動は新型コ

ロナウイルス感染症予防対策として検温や社会

的距離の確保、マスク着用などを行って実施。

現場見学会は高校６校から 286 名、専門学校１

校から 78 名の合計 364 名が参加。

インターンシップは会員企業延べ 61 社が高校

３校の 50 名、専門学校２校の 128 名の合計 178

名を受け入れ、建設業を体験してもらいました。

現場見学会やインターンシップは、若年層の入

職を促進するために県内の工業・農業高校生、専

門学校生、大学生などを対象に実施。参加した多

くの学生から「建設業への理解が深まった」との

声が寄せらています。

本会の建設未来協議会は「いばらき建設フォ

トコンテスト 2020」の入賞作品を決定しました。

全国から 663 点の応募があり、最優秀賞は「建設

のある茨城の風景」部門では西中拓史さんの「鳥

と重機」、「人と建設のつながり」部門では塚田澄

子さんの「小さな現場監督」が受賞しました。

いばらき建設フォトコンテストでは、建物、道

路、橋、港湾、トンネル、ダムなど人の暮らしを

支え、街をつくる「建設」のある風景を募集。

「建設のある茨城の風景」部門は撮影地を県内

に限り、茨城の風景に溶け込む地域インフラ、建

設現場などの重要性、スケール感などをとらえ

たものがテーマ。「人と建設のつながり」部門は、

現場で働く人や地域の人々とインフラのつなが

りをテーマとしました。

入賞として最優秀賞２作品、特選８作品、準特

選２作品、Ｕ 22 特別賞２作品、入選 30 作品を選

定しました。

上位の入賞作品はイベントや公共施設への展示、

ホームページやＳＮＳなどで配信します。また本会

の令和３年のカレンダーに採用しています。

現場見学会で施設を説明

インターンシップで現場工事を紹介

− 6 −

茨 建 協 ニ ュ ー ス第618号	�  令和3年1月15日

多くの学生が建設業を体験 現場見学会・
インターンシップ

優れた作品を表彰表彰表彰 ～いばらき建設フォトコンテスト～

「人と建設のつながり」部門
最優秀賞「小さな現場監督」

「建設のある茨城の風景」部門
最優秀賞「鳥と重機」



水戸支部（下田德行支部長）は昨年 12 月４日、

茨城県水戸土木事務所（皆川和彦所長）との若手

技術者合同研修会を水戸合同庁舎で開催。「受発

注者間情報共有システム（ＡＳＰサービス）」や

ＩＣＴ技術活用について理解を深めました。意見

交換も活発に行い、受発注者相互の意思疎通を図

りました。

鉾田支部（羽生義隆支部長）は昨年 12 月 18 日、

安全衛生大会を支部会館で開催。交通安全や労働

災害防止、安全衛生に関する認識を更に深めまし

た。羽生支部長は「普段の生活から安全意識を持

ち続けることで工事現場にもスムーズに安全意

識の移行ができるのではと考えている。これから

も皆さまと協力し労働災害防止活動を推進して

いきたいと思う」とあいさつしました。

太田支部（瀬谷實支部長）は昨年 12 月９日、

ＩＣＴ機器の実践体験を行う「はじめの一歩体験

会」を開催し、３次元設計データの作成やＩＣＴ

機器を使用した測量・施工を体験しました。レー

ザースキャナとＵＡＶの比較や３次元設計デー

タの作成などの実務を研修。ＩＣＴ機器「杭ナビ」

を使用した測量・施工も行いました。

水水水水水戸戸戸戸支支支支支部部部部部水水水水戸戸戸戸支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
水戸支部
活動報告
水戸支部
活動報告

若手技術者が
研修

鉾鉾鉾鉾鉾田田田田支支支支支部部部部部鉾鉾鉾鉾田田田田支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
鉾田支部
活動報告
鉾田支部
活動報告

安全衛生大会で
無事故確認

太太太太太田田田田支支支支支部部部部部太太太太田田田田支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
太田支部
活動報告
太田支部
活動報告

ＩＣＴ
技術研修会

　本会の建設未来協議会は昨年 12 月７日、社会

福祉法人照桑福祉会の児童養護施設るんびにー

（行方市芹沢、戸田見成理事長）に寄付金とタオ

ルを寄贈しました。本会からは羽生義隆鉾田支部

長が出席し、「体験学習などさまざまなイベント

が中止となり、これに代わり寄贈することとしま

した。子どもたちの生活に役立てば嬉しい」とあ

いさつ。戸田大我施設長がお礼を述べました。

福祉施設へ寄付金
建設未来協　鹿行地区会
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会員の動向
〈住所変更〉

▽常総支部
　旭建設工業㈱　下妻市鎌庭１６７７→

 下妻市鎌庭１３３５－１

本年もよろしくお願いいたします。
年が改まっても新型コロナウイルスの感染拡
大が止まりません。一日も早い終息を願うとと
もに、対策を十分に行って本年の事業を進めて
いきたいものです。業界がさらに発展する年に
していきましょう。� （Ｋ）

本会は、独自の建設業経理士検定試験（２級）

の受験対策講座を昨年 12 月 11 日から水戸市青柳

町の茨城県建設技術研修センターで開催してい

ます。講座は２月 18 日までの４日間。講座では

経理事務士３級の知識を基礎に建設業の簿記、原

価計算、会社会計を習得してもらいます。２級の

検定試験は３月 14 日（日）に行われます。

２級経理士検定合格へ２級経理士検定合格へ
受験対策講座受験対策講座

政府による「防災・減災、国土強靱化のための

５か年加速化対策」が決定されました。令和３年

度から７年度までの５年間で 123 対策に重点的・

集中的に取り組みます。対策初年度の事業費は２

年度第３次補正予算で措置しています。

追加で必要な事業規模は、財政投融資や民間

事業者等で想定される事業も含めて 15 兆円程度。

老朽化対策や国土強靱化の施策を効率的に進め

るためのデジタル技術の活用等も対象としてい

ます。

重点的・集中的に取り組む主な対策は次のとお

りです。

【激甚化する風水害や切迫する大規模地震等への

対策＝ 12・３兆円程度】

◆�流域治水対策＝河川、下水道、砂防、海岸、農

業用水利施設の整備、国有地を活用した遊水

地・貯留施設の整備加速、港湾の津波対策

◆医療施設、社会福祉施設の耐災害性強化対策

◆�高規格道路のミッシングリンク解消および４

車線化

【予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向

けた老朽化対策＝２・７兆円程度】

◆�河川管理施設、道路、港湾、鉄道、空港の老朽

化対策

◆農業水利施設等の老朽化、豪雨・地震対策

◆公立小中学校、国立大学施設の老朽化対策

【国土強靱化に関する施策を効率的に進めるため

のデジタル化等の推進＝０・２兆円程度】

◆連携型インフラデータプラットフォーム構築

◆無人化施工技術の安全性・生産性向上対策

◆�河川、砂防、海岸分野における防災情報などの

高度化対策
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国土強靱化５か年加速化対策が決定
15兆円規模、重点的・集中的に実施


